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世界の人びとのためのＪＩＣＡ基金・業務完了報告書 

 

１、事業の概要 

（１）事業名 

 

「自立した学校給食の継続」を目的とする農産物生産支援事業 

（２）実施団体名 ハイチの会 

（３）実施期間 ２０１７年５月１日から２０１８年１月３１日 

（４）実施国 ハイチ共和国 

（５）活動地域 中央県エンシュ市 ボナビ村 

（６）活動概要 

 

① 活動の背景 

政情不安や 2010 年の大地震、毎年襲うハリケーン被害等により食糧の自給率は 50％以下で国民の半数は

慢性的な栄養失調です。当該地区は特に貧困家庭が多く 2007 年に支援で設立した学校の児童も低体重児が多

く学校給食で命をつなぐ子も多く居ます。学校給食経費を設立時から支援していますが、支援に頼らずに食

材を学校農園で生産し、自立を促すことが重要なので当事業を行いました。 

2002 年から KFP『住民家族共同体』を設立し、今日まで命を守る目的で自給自足を目標の農業支援と、教

育支援として当該地区では初めての教育施設の学校建設と維持を行う活動をしています。1日 1食を得るこ

とさえ難しい地域で、学校給食を自力で持続させるには、農産物の生産を向上させなければなりません。 

ハイチ人が元来食糧としていたトウモロコシやキャッサバを主にした農業を行い食糧の自給を図り、更に

比較的飼育の簡単な鶏やヤギ、既に畜産指導をしたウシを当事業で購入して頭数を増やし、畜産による蛋白

質の補充を図りました。 

 

② 活動の目標 

当会の活動は『農業で今日のいのちを守り、教育で明日のハイチを創る』ことです。食糧の安全保障とし

て学校給食を行い、貧しい地域住民の命を守りたいと考えています。 

現実には、学校給食の食材の殆どを購入していて農園からの収穫量では少な過ぎて賄えません。食材の自

給を図るには、先ず元になる種や苗を購入しなければ生産量も向上しません。 

目標は、当事業で、種、苗、鶏、ウシ、ヤギを購入し、食糧、自立した学校給食の自給率を上げることです。 

初年度は食材の 1割を、2年目には 2割を、3年目には 3割を自給できるようにしたい。生産物を全て消費

してしまわずに、次年度の種、苗にする農業計画を指導します。 

主食となるコメの生産が出来る事が望ましく、現実にネリカ米実施も試みましたが環境的、技術的にコメ

生産は難しいので、生産物の量を増やしてコメや他の必要な食材と交換するなどの工夫を致します。当会も

現地ＫＦＰと共に情報提供や人材育成他の努力を重ねて参ります。 
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２、 事業実施結果 

（１） 実施した内容 

① 種、苗、ヤギ、ウシ等の購入 

事業の目的「食糧の安全保障として貧しい地域住民の命を守ること」を常に基本として事業を実施しまし

た。 

学校給食の食材の自給を図るために、元になる各種の種や苗、鶏、ウシ、ヤギを購入しました。 

種や苗は、ハイチ人が元来食糧としていたトウモロコシやキャッサバ、コンゴ豆、好物のピーナツを主にし

ました。トウモロコシは砕いて焚きマイムレにし、キャッサバはカッサブと言うパンにします。コンゴ豆は

ご飯の中に炊き込んだり甘く煮つけたりまたソースにもします。ピーナツはキャッサバに混ぜて焼いたり練

ってパンに付けたり食材としての用途は多種です。 

収穫に至るまでの過程として当然のことながら、植え付ける畑を耕し、植付け用の穴を掘り、苗の１本１

本を植付け、雑草を抜き、水をやり、肥料をやり、育てなければならず、多くの人々の協力と労働力が必要

です。事業費の人件費分をＪＩＣＡ助成金ではなく自己負担分として、労賃を払いまた労賃だけではなく、

お腹を空かせて作業に従事する人々に対して作業日には昼食を提供しました。当該地域では貧しい農民が多

いため、労賃よりもむしろ食事の提供を受けることを目的として労働に参加する人々が多くいるからです。 

畑を耕すための農機具類（シャベル、鍬、斧、一輪車、他）を購入しました。 

簡単に農作物に水をやると言っても川も井戸も遠い為に、既に雨水を貯める貯水槽を作りましたが、畑まで

届くホースが無く苦労していましたが、当事業で購入できました。 

低体重の児童が多かったので学校給食に蛋白源が欲しく、鶏５０羽、ハイチでは一般的なホロホロ鳥１５

組、ヤギ１３頭、ウシ６頭を購入し、畜産物の餌を確保し、予防接種などの管理育成もしました。 

 

② 農業指導の派遣 

現地の団体は、2001 年ハイチから農業指導者を招致しアジア学院で修学する支援をしました。帰国後 2002

年に貧困地域で、当事業を担うＫＦＰ（ kominote familyal peyizan）『住民家族共同体』を設立しました。

2004 年に 1日 1 食を得るための持続可能な農園を建設し、2007 年に地域住民と子供たちの教育を目的として

地域初の学校「ボンソベー小学校」を設立しました。当事業の学校給食を実施する学校です。 

その後は、度々に農業指導員、保健衛生指導員、ソーラーパネル設置や井戸堀指導の技術者を派遣してい

ます。当事業「自立した学校給食の継続を目的とする農産物生産支援事業」では農業指導員を派遣して、農

作物の育成を促進しました。 

 

（２） 実施成果 

災害が多い国なので天候による不作や、泥棒の被害も日常茶飯事で、また収穫物保存設備が無いなどのこ

とから、種や苗を一度に購入せずに数回に分けて購入したので、リスクが避けられました。 

苦労していた灌水作業、農作物への水やりは、当事業でホースを購入できたことで、作物育成に大きな一歩

前進が出来ました。 

直ぐには収穫が出来ないオレンジ、ココヤシ、アボカド他の果実も大切に育てることで、数年後には学校給

食の食材になり成果が期待できます。 

また、派遣した農業指導員が学校の生徒にも苗木の植え方指導をしたので、生徒らは各家庭での農作業の手

伝いにも活かせます。農業国ハイチでは、農民になる子どもが多く、特にこの地方では他の産業が無く将来
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は農民になるので指導の成果が期待できます。 

現にＫＦＰの所有する農園に、当学校の卒業生が副責任者として就任して居るなど農園の継続が図られてい

るので、当事業の成果も大いに期待ができます。 

通常は農作業として、穴掘り、植付け、水やり、収穫などに参加した貧しい人々は、収穫物を自分たちの利

益として収穫物の分配が習慣になっています。しかし、当事業での収穫物は、「子どもたちの学校給食の食材

になる」ということ、農作業労働に参加することは子どもたちの育成に参加していることで、ひいては「地

域の発展に寄与している」のだということを認識してもらい理解を得たことは大きな成果です。 

 

（３） 得られた教訓など 

ハイチでは鶏を購入する時期としては４月が最適だということは認識していましたが、当事業は５月から

始まり１月に終わるので、暑さも一段落したことから、良い季節だと判断し１０月末に鶏を購入しました。 

然しながら、購入時期が悪かったためなのか半数位が死滅してしい、ＫＦＰも期待していた成果が得られな

かったので落胆が大きかった。現場を任されていた飼育員らは、派遣した農業指導員に「与える飲み水の量

が少なかったかもしれない。また出来れば消石灰での消毒が望ましい」との指導を受けて「今後の鶏の飼育

は、より慎重にして、飲み水にも床の衛生状態にも注意する」という教訓を得ました。 

現実には、死因は購入時期の問題なのか、「鳥インフルエンザ」他の病気なのか等の詳しい検査が出来る環境

では無いのが、途上国ハイチの厳しい現実です。 

学校にはソーラー発電の設置をしてありますが治安が悪く指導員を学校に宿泊させることは危険なので、

当事業ではＫＦＰ個人宅に宿泊しました。ハイチのこの地域の個人宅では、当然のことながら発電の設備も

無くほとんどの時間が停電で、電気が通っていると言える状態ではなく、また当然にネット環境も無く、日

本との交信は携帯電話のＳＭＳだけに頼りました。今までもネット環境を整えることを望んでいたものの、

現地ＫＦＰの能力では実現不可能と諦めていました。しかし当事業を実施しつつネット環境整備は、途上国

でこそ情報を得る手段としては必至だとの教訓を得ました。 

 

（４） 今後の活動・フォローアップの方針 

従来から「貧しくても支援を受け続けてはならない、支援をし続けてはならない」とＫＦＰ『住民家族共

同体』も当会も認識しており、農産物の生産向上による自給自足と学校給食継続の自立を常に目指していま

す。 

当会の活動を順次次世代に移行する努力をし、また現地のＫＦＰや学校の運営（具体的な例としては教師

給与や親の協力体制等のマネジメント）を再考し、激しく変化するハイチの社会情勢に対応すべくフォロー

アップをしていきたいと考えています。 

当事業が次年度、更に次々年度にどのように活かされて継続しているか、農作物が収穫出来ているか、ウ

シ、ヤギなどの畜産が学校給食に有効利用可能な状態に育成されているかなどを、メールでの交信や資金の

送受だけの関係ではなく、諸般の専門家指導員を派遣して継続して支援をしていきます。お互いに顔と顔を

つき合わせて現実に話をすることは大事なことで、そのためには川を歩いて渡り、ロバやオートバイで悪路

を走り、何時間も掛けて山道を登り、ボナビに着いて、共に畑で働き、同じ食事を取り、電気の無い真っ暗

な同じ屋根の下で寝てこそ、共に生きている仲間としての信頼が増します。 

あと約 10 年で自立が出来るよう、共に努力したいと考えています。 
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３、 その他（エピソード・感想・写真など） 

① 感想 

現在ハイチの人々はコメを主食にしているものの、コメ食以前はトウモロコシ、キャッサバが主食でした。

コメになったのは強国アメリカの支配下時代の農業政策によります。コメ主食後、コメは自給可能な作物に

なり農産物の自給率９０パーセントを誇る食料自給国になりました。ところが１９８６年から１９９６年に

掛けて経済停滞を解決するために受け入れた貿易協定による経済支配で、コメの関税が３パーセントにまで

引き下げられ、その結果、ハイチの稲作は崩壊してしまいました。現在では主食であるコメの８割をアメリ

カから輸入せざるを得ない状況です。当会では過去に数回に亘り、ＪＩＣＡ筑波でも学ばせて頂きネリカ米

栽培を現地で試みましたが、指導員を派遣した年次だけは収穫が有ったものの、水やりが難しかったためか

ＫＦＰ自力での稲作は失敗ばかりでした。出来れば主食のコメを農園で生産したいと切に願っています。 

当事業では、主食と同様にハイチで昔から食されている食材のキャッサバ、トウモロコシを選び育成する

ことでハイチの農業の将来に繋げることが出来たという感想を持ちました。 

 

② エピソード 

 当事業、「学校給食の継続」を行う理由として幾つかのエピソードが有ります。学校教育の指導員として派

遣したメンバーの体験で『ボナビの畑で子どもの一人がサツマイモの掘り残しを土の中から見つけて有頂天

になりつつも「秘密にしてね」と懇願してコッソリ隠しました。子どもたちが周りに気兼ねをせずに食べる

ことができるのは給食だけです』、また別の派遣者からは『自分の給食の皿からひと握りのご飯をポケットに

忍ばせて、家で待つお腹の空いた入学前の弟か妹に持ち帰るのを見ました』他が有ります。 

学校では、楽しく授業を受けていた子どもたちが、給食時間になると途端に静まりかえります。食に溢れた

日本のこどもたちの給食風景とは違い、１日１食も得られない子どもたちが得られた給食です。ボナビの子

どもたちは脇目も振らず、黙々と食べます。目の前にある給食の、この 1食を食べることに真剣にならざる

を得ないのです。学校給食を継続しなければ！と思わずにはいられないエピソードは、尽きません。  

 

  ③写真 

（１） 

①種、苗、ヤギ、ウシ等の購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒豆の種購入 ピーナツの種購入 
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キャッサバの苗を購入  

ウシにワクチン接種 

オス ヤギ 

メス ウシ 

ニワトリとホロホロ鳥  有刺鉄線・釘・南京錠   



世界の人々のためのＪＩＣＡ基金・業務完了報告書                別添 

 
 

6 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水管ホース 農機具の購入  

農作業雑草引き  農作業家畜飼料（グアテマラ）の植付  

②農業指導の派遣 

ＫＦＰ役員と佐藤耕士 
農業指導・キャッサバ植付  
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キャッサバの植え付け指導  ニワトリ小屋の床土の改良指導  

農園でオクラが育っている状況を確認する 校舎前で各学年の子どもたちと  

学校給食調理施設 

調理場室内 

③学校給食 

給食風景 
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④事業を表示した看板 

以 上 


